
～秋季大運動会、頑張りました～
９月１６日、大勢のご来賓、地域の皆様、ご家族の皆様に来ていただき、秋季大運動会が盛大に実施されま
した。台風18号の接近に伴い雨が心配されましたが、翌日も台風直撃が予想されましたので、途中中止も覚悟
で実施に踏み切りました。
開会式の挨拶では、「雨に負けずに頑張るぞー！！」「おー！！」と、かけ声で気合いを入れました。その
子供たちの気迫と熱意が天に届いたのか、終わってみれば、パラッと降られることはありましたが、雨の影響
はほとんど受けず、涼しい中で運動会を実施することができました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
赤、青、黄、順位はつきましたが、児童も職員も大きな感動のある運動会に
なりました。たとえ１位になれなくても、また、演技で失敗してしまっても、
一生懸命演技する姿は、応援してくださった皆様にも感動を与えることができ
たのではないでしょうか。大きな拍手を贈りたい気持ちでいっぱいです。
１，２年生の「イロトリドリ」は、テンポの速い曲に合わせて、いきいきと
演技できました。手に持った色とりどりのペットボトルと花が素敵でした。３，
４年生の「ＴＨＥ・ＴＡＫＥＤＡ武士」は、鳴子を持って、踊る姿が勇壮でした。また２年目の４年生は一つ
一つの動きに力強さを感じました。５，６年生の組立体操「Do Your Best!」は、上級生にふさわしい演技で
した。汗と土にまみれての演技は、輝いていました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
上小の運動会では閉会式の後、色別の反省会があります。6年生の応援団が下級生へ反省を語り、引き継ぎ
をしました。６年生の多くが涙を流して語り、それを聞いている５年生の中にも涙を流している児童がいまし
た。児童の目から溢れた涙は一生懸命取り組んだ証です。５年生は６年生の頑張る姿勢をしっかり引き継ごう
と決意表明できたと思います。上小の運動会だからこそ見られる感動的な光景でした。きっと４年生以下の児
童も、「自分たちもこんな高学年生になりたい。」という思いが湧いた、あこがれの高学年の姿だったことで
しょう。
行事は子供たちを成長させる触媒だと今年も実感しました。

～アドラー心理学の講演会より～
８月の北教研地域別研究会で、学校心理士で北杜市立泉小学校

に勤務されている佐藤丈先生をお招きし、学習会が行われました。

佐藤先生はアドラー心理学を研究し、本も執筆されています。ア

ドラー心理学という言葉は聞き慣れない方が多いかと思います

が、オーストリアの精神科医であるアルフレッド・アドラーが創

始、発展させた心理学です。（概略は囲みを参考にしてください。）

お話の中で印象的であった内容についてお知らせ致します。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

・県内の小学校４年生に「自分が好きか」と聞いたところ、「全くそう思わな

い、あまりそう思わない」が73％もいる。
・不登校の児童が毎朝「早く早く」とせきたてられ、親が大好きだったから頑

張った。ある日「全くのろまね」という母の言葉に深く傷つき無気力になっ

た。「どうせだめね」「だから言ったのに」という言葉がどれだけ子供の勇

気をくじくことか。問題行動の根本原因は勇気をくじかれることである。

・いい子が心配。ほめれば良いのか。ほめられなくなった時のリスクがある。

「ほめる」ことより「勇気づけ」が大切である。
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アドラー心理学の特徴
1.人間を分割できない全体としてとらえる。
2.行動の目的を探ることで人間を理解しようとする。
3.客観的事実よりも、個人の主観的認知を重視する。
4.人間の関係にこそ「心の問題」は存在すると考える。
などがあげられます。
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外国語教育は重視されると思いま

す。

月の予定

日 曜 １０月の主な予定
1 日 明日の風剣道教室

2 月 学校集会 短縮 4校時 北教研
3 火 2年校外学習
4 水 職員会議 3年 2組市内めぐり
5 木 代表委員会 委員会 3年 1組市内めぐり
6 金 4年校外学習 県民大行動北都集会

7 土 わかつるサイエンスフェスティバル

8 日
9 月 体育の日

10 火 1年裏山探検① 2年校外学習予備日
11 水 1年校外学習
12 木 5年校外学習
13 金 1年裏山探検② 山特連秋季交歓会
14 土
15 日
16 月 2年町探検②
17 火 6年陸上記録会
18 水 就学時健康診断 陸上記録会予備日
19 木 2年町探検予備日
20 金
21 土
22 日
23 月 きずなの日 どんぐり読書週間開始
24 火
25 水 集団下校 上野原市音楽会（4年）
26 木 クラブ活動
27 金 5年自然観察事前指導 Ｐ選考委員会
28 土
29 日
30 月 口座振替日

31 火 5,6年森のコンサート 3年オギノ見学

校長室の窓
時々、休み時間の様子を見に行くことにしています。教室の中とは違った

児童の姿が見られるからです。高学年グランドではサッカーやドッジボール

など球技をしている児童が多く、低学年グランドでは鬼ごっこやブランコな

どの遊具で遊んでいる児童が多く見られます。限られたスペースを譲り合い

ながら、みんな本当に生き生きと遊んでいます。しかし、無情にも休み時間

の終わりを告げるチャイムが鳴ります。そのときとても感心することがあり

ます。それは、どの子もみんなすぐに遊びをやめ、駆け足で教室に戻るので

す。きっと、遊び続けたい気持ちはいっぱいあるでしょうが、1分後には誰
一人いません。上級生の姿を見て、ずっと引き継がれてきたのでしょう。そ

れが、上小のスタンダードになっています。素晴らしいことだと思います。

運動会、449名に449のドラマが・・・
今年の運動会もいろいろなことがありました。運動会の取組から当

日まで４４９名にそれぞれドラマがあり、感動があったと思います。

そして、大きく成長することができたと思います。そんな一コマを紹

介します。

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟに集う子供たち
ビオトープができて 1ヶ月が過ぎま

した。今までは、水が入っていなかっ

たので、池の存在にも気づいていない

児童がたくさんいたのですが、今は池

の周りに大勢の子供たちが集まってい

る姿が見られます。この季節は、様々

な種類のトンボが集まってきて、卵を

産み付けています。メダカも産卵した

らしく、小さなメダカがたくさんいま

す。指の先にとまったトンボを見て喜

んでいる姿もありました。以前、月見

が池の横にプールがあった頃は、よく

モリアオガエルが産卵していました。

来年の春は、カエルの産卵も期待した

いと思います。

３．４年生は講師の先生と「THE
TAKEDA武士」の特訓をしました。

応援団長を先頭に胸をはって入

場行進をしました。

１，２年生「イロトリドリ」。赤

青黄の花とペットボトルが華や

かでした。

競技中も大きな声で熱の入った

応援をしました。

１学年の玉入れ。曲にあわせ

て切り替えをする姿がほほえ

ましかったです。

全教室にエアコンが設置されました
夏休み中にエアコン工事が行われ、全ての教室

（特別教室も）とランチルームの２階に設置され

ました。毎年７月、８月には室温が３５度を越え

ることも度々ありましたので、とても学習しやす

い環境になりました。北都留地区ＰＴＡ連合会で

も長年要望してきました。厳しい財政の中、大き

な予算を要する事業ですが、市のご理解とご努力

で実現しました。本当にありがたく思います。来年度の夏休みに行われるフ

ォローアップ教室は涼しい教室で学習ができそうです。
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３．４年生「THE TAKEDA武士」
本番、力強い演技でした。

５，６年生「組立体操」。苦しかった

練習の成果を発揮し、高学年にふさ

わしい立派な演技でした。

応援団から運動会を振り返って話

しがありました。とても、感動的

な場面でした。

６年生の綱取り。高学年の力強さ

を感じることができました。


